今月の樹「マツ」

マツと言えば日本の海岸や山の林を代表する樹で、「白砂青松」などは美しい海岸の代名詞とされる。海岸や山間部に自生するだけでなく、公園や庭あるいは街道に植栽され日本の景観を形成する代表的な樹となっていると言えよう。
マツ属の種は世界では北半球の温帯を中心に約115種が知られる。日本での自生は、二葉性のアカマツ、クロマツ、リュウキュウマツの3種と、五葉性のヒメコマツ（ゴヨウマツ）、キタゴヨウ（ヒメコマツの変種）、チョウセンゴヨウ、ヤクタネゴヨウ、ハイマツの４種１変種とされる。その中でも一般的なのが、クロマツとアカマツであろう。その分布はクロマツが南方性で海岸に、アカマツは北方性で内陸部に適していると言われているがこれも長い植栽の歴史のなかで、混乱してきており例えば瀬戸内海の海岸線ではむしろアカマツの方が多く見られる地域もある。また、内陸や山間部でもクロマツも普通に見られる。
アカマツ、クロマツは言うまでもなく樹皮の色による区分である。また、アカマツをメマツ、これに対してクロマツをオマツと呼ぶのは、葉の様子がアカマツでは細かくてやわらかく、クロマツでは太くて長く、硬いからとされる。両者共、春先に前年枝の先から新しい枝を伸ばし、
その基部に黄褐色の雄花花序を付け花粉を飛ばす。雌花花序は樹の先端部の新しく伸びた枝の先端に赤味を帯びた卵形の花序をつける。受粉した球果(雌花花序)は一年目には成長せず、翌年の春から成長し、その年の秋に成熟しいわゆる「松かさ」を形成する。晴れて乾燥する日に松かさを開き翼の付いた種子を風散布する。
マツは梅や桜のように花をつける樹ではないためか、普段は主役となることは少なくむしろ背景に甘んじているが、正月だけは別である。松飾り、門松として主役の座を占める。

現在は門松と言えば玄関飾りのように思われているが、もともとは農家がお正月にご先祖神（年神様）をお迎えする依代とし松そのものを農事の作業場であるカド(前庭)に植えたことに
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由来する。カド（前庭）を持たない貧農や一般町民階級は、家の入口に松を一本祭り、先祖神を迎える依代としたとされる。対で飾ったり、竹や梅を添えて「門松」としたのは近世のことである。なお、松は常緑樹として冬も緑の葉を茂らせることから、若さ・不老長寿の象徴とされ、竹（成長）、梅（長寿）と合わせて「松竹梅」としておめでたい飾りとされる。また、松は能舞台には背景として必ず描かれており（松羽目）、歌舞伎でも能、狂言から取材した演目の多くでこれを使い、それらを「松羽目物」というなど、日本の文化を象徴する樹木ともなっている。松に係わる伝説も多く、各地に羽衣伝説など様々伝わっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　松は人々の生活に密着し古くからの植栽も多く見られる。厳しい条件下でも生育するため、海岸や岩山の防風林や緑化樹としての他、街道の並木や一里塚として利用されて来ていた。庭園や公園では景観を形成する重要な樹となっている。また、里山の薪炭樹としても庶民の生活を支えてきた樹でもあり、非常時には実や樹皮が食料になるために重宝されてきたとのこと。白砂青松は日本の美しい海辺の風景を表す言葉だが、近年松くい虫による松枯れの被害が相次いでいるのは地球温暖化の影響か？　　　　　　　　　　　　　　　　害虫対策として幹に藁を巻く「こも巻き」は冬の公園などの風物詩でもある。

[image: image1.jpg]



